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綾ユネスコ
エコパーク

誕生
　７月９日から7月13日までパリで開催された

「第24回人間と生物圏国際調整理事会」の審議で、
宮崎県の「綾地域」がユネスコエコパークに登録さ
れました。
　これは自然と人間の共存に配慮した地域振興策
や、照葉樹林を保護・復元する「綾の照葉樹林プ
ロジェクト」などの取組が評価されたものです。

農業体験学習（写真提供：綾町）

綾南川の照葉樹林（写真提供：綾町）

核心地域

緩衝地域

移行地域
地域社会や経済発展が図られる地域。居住区。

核心地域のバッファー。
教育・研修・エコツーリズム等に利用。

厳格に保護。長期的に保全。

ユネスコエコパークの機能

　生態系の保全と持続可能な利活用の調和（自然と人間社会の共生）を
テーマとしたユネスコエコパークは、右の３つの機能を相互に強化し、
達成するため、以下の３つの地域にゾーニングされています。

学術的支援
（研究・教育の場）

経済・社会発展
（持続可能な発展）

保全機能
（生物多様性の保全）

屋久島

白山

大台ケ原・大峰山

志賀高原

★綾

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、
昭
和
51
年

（
1
9
7
6
年
）に
ユ
ネ
ス
コ
が
開
始
し
た
取

組
で
、
生
態
系
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
活

用
の
調
和（
自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
）を
目

的
と
し
て
、「
保
全
機
能
」、「
経
済
と
社
会
の

発
展
」、「
学
術
的
支
援
」の
3
つ
の
機
能
を

も
つ
地
域
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
平
成
24
年

（
２
０
１
２
年
）７
月
現
在
、
１
１
７
カ
国
の

5
9
8
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録

は
、
国
内
で
は
昭
和
55
年（
1
9
8
0
年
）に

登
録
さ
れ
た
屋や
く
し
ま

久
島
、
大お

お
だ
い
が
は
ら

台
ヶ
原
・
大お

お
み
ね
さ
ん

峰
山
、

白は
く
さ
ん山

、
志し

が
こ
う
げ
ん

賀
高
原
に
続
き
、
32
年
ぶ
り
5
か

所
目
と
な
り
ま
す
。

あ や
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今
回
登
録
が
決
ま
っ
た
宮
崎
県「
綾
地
域
」

は
、
東
ア
ジ
ア
の
照
葉
樹
林
帯
の
北
限
付
近

に
あ
り
、
多
く
の
日
本
固
有
種
で
構
成
さ
れ

て
い
る
照
葉
樹
自
然
林
が
日
本
最
大
規
模
で

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
別
天
然
記
念
物
の
ニ

ホ
ン
カ
モ
シ
カ
や
天
然
記
念
物
の
イ
ヌ
ワ
シ

な
ど
の
貴
重
な
動
物
も
多
数
生
息
し
て
お
り
、

「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
は
じ
め
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
森
林
環
境
教
育
等
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
有
機
農
業
等
と
の
連
携
に
よ

る
農
業
体
験
学
習
等
、
自
然
と
人
間
の
共
存

に
配
慮
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登

録
に
よ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
国
際
的
な
情
報
発
信
や
地
域
の
活

性
化（
観
光
客
の
増
加
や
、
地
域
の
農
林
産
物

や
工
芸
品
等
の
ブ
ラ
ン
ド
化
）、
他
の
ユ
ネ
ス

コ
事
業（
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
教
育
）

と
の
連
携
等
、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
中
核
と
な
っ

て
お
り
、
九
州
森
林
管
理
局
を
は
じ
め
と
し

た
５
者
が
連
携
・
協
働
し
て
取
組
を
進
め
て

い
る「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ

い
て
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
説
明
し
ま
す
。

●所在地：宮崎県綾
あやちょう

町 及び小林市、
西
さ い と し

都市、国
くにとみちょう

富町、西
に し め ら そ ん

米良村
　九州南東部、宮崎県のほぼ中央部

にあり、九州中央山地が宮崎平野
に接する部分に位置しています。

●交通：宮崎空港からバスで約90分。
●面積：総面積14,580ha
　核心地域	 682ha
　緩衝地域	 8,982ha
　移行地域	 4,916ha

農業体験学習（写真提供：綾町）

綾町のシンボル｢綾の照
て る は

葉大吊橋｣ （写真提供：綾町）

綾手づくりほんものセンター（写真提供：綾町）

森林セラピー（写真提供：綾町） 有機農業（写真提供：綾町）

綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
概
要

綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

位
置
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
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（大森岳植物群落保護林）
保護林

（てるは郷土の森）
保護林

（掃部岳 (かもんだけ ) 植物群落保護林）
保護林

照葉大吊橋

二次林からの復元二次林からの復元エリア

持続的林業経営エリア持続的林業経営エリア

持続的林業経営エリア持続的林業経営エリア

環境教育・セラピー等
利用エリア

環境教育・セラピー等
利用エリア

二次林・人工林からの復元エリア
（綾川上流緑の回廊）

（綾森林生態系保護地域）
保護林

（大森岳植物群落保護林）
保護林

（てるは郷土の森）
保護林

人工林からの復元エリア
（県有林・町有林）

（掃部岳 (かもんだけ ) 植物群落保護林）
保護林

事業説明会

　
「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
林

野
庁
が
所
管
す
る
国
有
林
野
を
中
核
と
し
て
、

平
成
16
年
度
か
ら
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
宮

崎
県
綾
川
流
域
に
残
さ
れ
た
日
本
最
大
級
の

原
生
的
な
照
葉
樹
林
を
厳
正
に
保
護
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
照
葉
樹
林
の
周
辺
に
存
在
す

る
二
次
林
や
人
工
林
を
照
葉
樹
林
に
復
元
す

る
た
め
、
林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
・
宮
崎

県
・
綾
町
・
公
益
財
団
法
人
日
本
自
然
保
護

協
会
・
て
る
は
の
森
の
会
の
5
者
が
協
働
し

て
計
画
を
策
定
し
、
実
行
し
て
い
る
取
組
で

す
。 綾

の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
域

　

宮
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
宮
崎
市

か
ら
西
方
約
30
㎞
、
大
淀
川
の
支
流
・
綾
北

川
、
綾
南
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

り
、
綾
町
、
小
林
市
、
国
富
町
、
西
都
市
、

西
米
良
村
に
ま
た
が
る
約
1
万
ha
の
区
域
で

す
。（
宮
崎
森
林
管
理
署
管
内
国
有
林
約
8
，

7
0
0
ha
、
宮
崎
県
有
林
・
綾
町
有
林
約

8
0
0
ha
）

　

綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ

の
対
象
地
域
を
、
①
原
生
的
な
照
葉
樹
林
を

保
護
す
る
区
域
、
②
二
次
林
や
人
工
林
か
ら

照
葉
樹
林
に
復
元
を
図
る
区
域
、
③
森
林
環

境
教
育
へ
の
利
用
を
目
指
す
区
域
、
④
持
続

的
な
林
業
経
営
を
行
う
区
域
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ

し
管
理
し
て
い
ま
す
。

（公財）

市民ボランティア
参加による
間伐作業

綾の照葉樹林プロジェクト対象地域
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常緑広葉樹林（照葉樹林）の自然林

春の照葉樹林（写真提供：綾町）

綾森林生態系保護地域

●復元イメージ

　冬も落葉しない広葉樹で、光沢の強い深緑色の葉を
持っているために照葉樹（シイ・カシ類等）と呼ばれてい
ます。
　照葉樹林は、現在は利用や開発などにより、その大
部分が失われており、まとまった面積のものはほとんど
残っていません。
　プロジェクト内の照葉樹林は原生的な状態を保って
おり、現在、約2,500ヘクタールの日本最大級の面積
が残っています。

人
工
林
か
ら
照
葉
樹
林
へ
の
復
元

　

綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
植

樹
す
る
の
で
は
な
く
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人

工
林
の
間
伐
等
を
行
う
こ
と
で
、
林
内
に
光

を
多
く
入
れ
る
よ
う
に
し
て
照
葉
樹
林
の
復

元
を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
人
工
林
が
造
成
さ
れ
た
際
、
稜
線

な
ど
に
沿
っ
て
照
葉
樹
林
の
一
部
を
刈
り
取

ら
ず
、
残
し
て
あ
っ
た
保
護
樹
帯
に
着
目
し

た
方
法
で
、
間
伐
後
の
人
工
林
に
、
か
つ
て

の
照
葉
樹
林
の
林
相
を
残
す
天
然
林（
保
護

樹
帯
）か
ら
の
種
子
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
照
葉
樹
を
自
然
発
生
さ
せ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
照
葉
樹
が
十
分
育
っ
た
頃
、

残
る
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
伐
採
し
、
照
葉
樹
林

へ
の
復
元
を
図
り
ま
す
。
５
０
〜
１
０
０
年

後
に
は
森
林
生
態
系
保
護
地
域
等
保
護
林
と

復
元
さ
れ
た
区
域
に
よ
っ
て
、
広
大
な
照
葉

樹
林
を
復
元
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

照葉樹林とは

※森林生態系保護地域とは
　森林生態系保護地域は、原生的な天然林を保存することに
よって、森林生態系からなる自然環境の維持・動植物の保護、
遺伝資源の保存、森林施業・管理技術の発展、学術研究等に役
立てることを目的として設置されています。

●人工林を囲む保護樹帯（イメージ）
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